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「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
清
水
っ
子
」
を
育
む

�

揖
斐
川
町
立
清
水
小
学
校

本
校
で
は
、「
き
よ
ら
か
な
心
で　

よ
く

考
え　

み
ず
か
ら
活
動
す
る
子
」
を
教
育
目

標
に
掲
げ
、
児
童
一
人
一
人
が
主
役
と
な
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
少
人

数
、
複
式
学
級
と
い
う
特
色
あ
る
環
境
を
強

み
に
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
を
笑
顔
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

１ 

よ
り
よ
く
生
き
る
力
の
育
成

１
点
目
の
柱
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的

に
行
動
し
、
仲
間
と
共
に
成
長
す
る
「
よ
り

よ
く
生
き
る
力
」
の
育
成
で
す
。
本
校
が
特

に
重
視
し
て
い
る
の
が 

異
年
齢
活
動
の
推

進
で
す
。
全
校
児
童
が
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に

関
わ
る
活
動
を
通
し
、
上
級
生
は
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
を
育
み
、
下
級
生
は
上
級
生
の

姿
に
憧
れ
を
抱
き
ま
す
。
こ
の
心
の
つ
な
が

り
こ
そ
が
、
自
律
心
や
責
任
感
を
育
て
る
土

壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
考
え
、

行
動
し
、
挑
戦
す
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
よ
り
よ
い
未
来
を
切

り
拓
く
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

２ 

一
人
一
人
の
学
び
の
保
障

２
点
目
の
柱
は
、「
一
人
一
人
の
学
び
の

保
障
」
で
す
。
本
校
に
は
複
式
編
制
の
学
級

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
個
別
最
適
な
学
び

を
実
践
す
る
機
会
と
し
て
捉
え
る
と
と
も

に
、
教
育
課
程
の
工
夫
と
し
て
全
学
年
で
教

科
担
任
制
を
導
入
し
、
教
員
の
専
門
性
を
活

か
し
、
多
角
的
な
視
点
で
子
ど
も
た
ち
を
支

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果

的
に
活
用
し
、
自
分
の
考
え
の
可
視
化
や
仲

間
と
の
瞬
時
の
共
有
を
行
う
な
ど
、
小
規
模

校
な
ら
で
は
の
深
い
学
び
の
実
現
に
努
め
て

い
ま
す
。

３ 「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
実
践

３
点
目
の
柱
は
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」で
す
。

清
水
の
歴
史
や
伝
統
に
触
れ
、
体
験
を
通
し

て
学
ぶ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学

習
を
支
え
て
い
る
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

外
部
団
体
と
の
強
固
な
連
携
で
す
。
地
域
の

先
生
方
か
ら
直
接
学
ぶ
経
験
は
、
教
科
書
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
喜
び
と
感
動
を
も
た
ら

し
ま
す
。ふ
る
さ
と
で
あ
る
清
水
に
感
謝
し
、

こ
の
地
に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
こ
と
。
そ
れ

が
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
将
来
ど
こ
へ
羽
ば

た
い
て
も
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
「
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

学
校
の
主
役
は
、
い
つ
で
も
子
ど
も
た
ち

で
す
。
ど
の
子
も
「
学
校
が
楽
し
い
」
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
児
童
を
教
育
の
中
心
に
据

え
続
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
・
地

域
の
皆
さ
ま
と

共
に
、
子
ど
も

た
ち
の
「
き
よ

ら
か
な
心
」
と

健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
力
を

尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

�

揖
斐
川
町
立
小
島
小
学
校

１ 

Ｆ
Ｂ
Ｃ
に
取
り
組
む
小
島
小
学
校

令
和
７
年
５
月
に
「
ぎ
ふ
ワ
ー
ル
ド
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
」
に
て
全
国
都
市
緑
化
祭
が
開

催
さ
れ
、都
市
緑
化
宣
言
の
代
表
校
と
し
て
、

県
内
５
圏
域
の
中
か
ら
小
島
小
学
校
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
62
年
以
降
30
年

の
長
き
に
わ
た
り
Ｆ
Ｂ
Ｃ（
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ

ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
）に
参
加
し
て
い
る
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

式
典
で
は
、
佳

子
内
親
王
殿
下
と

一
緒
に
記
念
樹
を

植
樹
す
る
代
表
に

も
選
ば
れ
ま
し

た
。
歴
代
の
在
校

生
の
皆
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
の
地
道
な

努
力
の
お
か
げ
で

あ
る
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育

活
動
の
一
環
と
し

て
花
づ
く
り
が
位

置
づ
い
て
い
る
の
は
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
活
動
を
通
し
て
、
優
し
く
思
い
や
り
の
あ

る
心
と
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
た
い

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な

Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
取
組
の
お
か
げ
で
、
小
島
小
学
校

の
児
童
は
、
自
然
を
愛
し
、
優
し
く
て
思
い

や
り
あ
ふ
れ
る
子
ば
か
り
で
す
。

２ 

地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
小
島
小
学
校

小
島
地
区
に
は
、「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
の
一
つ
、

「
人
づ
く
り
部
会
」
で
は
、
学
校
支
援
や
地

域
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
学
習
や
学
校
田
、
花
づ
く
り
、

除
草
な
ど
で
小
学
校
や
子
ど
も
達
を
応
援

し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
あ
り
が
た
い

の
は
、
夏
季
休
業
中
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
学

校
が
休
み
に
な
る
長
期
休
業
中
の
子
ど
も
達

の
受
け
皿
と
し
て
、「
わ
く
わ
く
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

と
い
う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

自
習
が
で
き
た
り
、
読
書
感
想
文
、
習
字
、

ポ
ス
タ
ー
、
理
科
実
験
な
ど
も
で
き
た
り
す

る
教
室
が
あ
り
、
地
域
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
直
接
教
え
て
い
た
だ
け
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、職
業
体
験
、

カ
ヌ
ー
体
験
、
着
衣
泳
体
験
、
歴
史
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
お
じ
ま
ぁ
ー
る
カ
フ
ェ
な
ど
た
く

さ
ん
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
地
域

で
育
成
す
る
と
い
う
熱
い
思
い
に
支
え
ら

れ
、「
自
ら
学
ぶ

意
欲
を
も
ち
、
明

る
く
元
気
で
た
く

ま
し
い
小
島
の

子
」
と
い
う
学
校

の
教
育
目
標
と

ぴ
っ
た
り
合
う

様
々
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。



これからの学校教育の在り方。みんなで考えよう！

15 Public Information IBIGAWA  2026. 4

今
回
は
、
揖
斐
川
町
の
教
育
に
関
す
る
住

民
の
皆
さ
ん
の
考
え
や
意
見
を
把
握
し
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
報
告

区 分 一般住民 小学生 中学生 教職員

有効回答数 1,058 件 436 件 401 件 215 件

有効回答率 52.9% 98.9% 96.4% 77.3%
揖斐川町学校教育の

在り方審議会
ホームページ

《１クラスあたりの適切な児童数・生徒数》（一般住民・教職員）

《子どもたちのために必要だと思う教育環境》（一般住民・教職員）

《学校は楽しいか》（小学生・中学生）

《１クラスあたりの適切な児童数・生徒数》（小学生・中学生）

《小学校１学年あたりの適切なクラス数》（一般住民・教職員・小学生）

《中学校１学年あたりの適切なクラス数》（一般住民・教職員・中学生）

●�学校が「楽しい」と回答
した子どもたちについて
は、小中学生ともに、「友
達と過ごすこと」や「休
み時間」が楽しいと思っ
ている割合が高い。

●�子どもたちのために必要だと思う教育環境については、一般住民および教職員ともに「多くの仲間と関わりな
がら、切磋琢磨することができる環境」が他の項目に比べて高かった。また、きめ細かな教育環境や活躍の場、
学習方法の充実に関する項目も高い傾向にある。

●�１クラスあたりの適切な児童生徒数については、一
般住民、教職員、小中学生のいずれも＜21～30人＞
が最も高く、次いで＜11～20人＞の順となった。

☞�現在、岐阜県では、すべての公立小中学校の全学年
において35人学級編制を実施している。

☞�町内の小学校は、学年１クラスまたは複式で編制し
ている。中学校は、学年３クラス、２クラス、１ク
ラスで編制している。

☞�町内の全小中学校における「通常の学級」の平均在
籍者数は17人となっており、学校の小規模化が進ん
でいる。

●�小学校における１学年あたりの適切なクラス数につ
いては、一般住民および小学校教職員は「２クラス」
が、小学生は＜１クラス＞が60％以上を占めている。

☞�ただし、一般住民については、年齢別にみると、30
～39歳は＜２クラス＞が他の年齢層に比べて高く
なっている。

●�中学校における１学年あたりの適切なクラス数につ
いては、一般住民および中学校教職員、中学生いず
れも＜３クラス以上＞が最も高くなっている。

☞�ただし、中学生については、学年別にみると上位学
年ほど＜３クラス以上＞が上昇している。


